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春間近！ もうすぐ卒業

暖冬といわれるようになって久しいですが，今年の２月は殊の外

寒かったのではないでしょうか。「東京でも大雪が降るんだ」と他

人事のように思っていた矢先の２月１４日，和歌山市も一面真っ白

になりました。少し高い位置にある本校や校区は ＜雪合戦＞

１０㎝以上積もったでしょうか。学校も玄関が滑りやすくなったので生ま

れて初めて雪かきをしました。子どもたちの登下校もたいへんでしたが，

保護者，地域の皆様方も出勤等で支障の出た方も多かったのではないでし

ょうか。でも，子どもたちにとっては，雪だるま作りや雪合戦と楽しい１

日でもありました。

さて，今年もはや３月となりました。３月は１年の締めくくり，別れの

季節です。１９日に行われる卒業式に，今年は４８人の子どもたちが旅立

＜冷たくない？＞ っていきます。

この１年を振り返ると，異常気象による大雨や台風，そして，大雪が話題となりました。

竜巻の報道もたくさんありました。夏も冬も過去には経験のないような現象が今後も増えて

くるかも知れません。

新しい話題としては，２月にはソチオリンピックが開かれ，日本人も大いに活躍しました。

若い選手の活躍も目立ちましたが，ジャンプの葛西紀明選手の成績に勇気をもらった方も多

かったのではないでしょうか。オリンピックといえば，昨年９月に２０２０年のオリンピッ

クが東京に決定しました。「お・も・て・な・し」は流行語にもなり，ことあるごとに使わ

れました。決定の場では，多くの方がスピーチしましたが，佐藤真海（さとう まみ）さん

の笑顔のスピーチが印象に残っている方も多いのではないでしょうか。

佐藤さんは応援団のチアリーダーとして活躍していた大学２年のとき，右足の膝から下を

病気で失いました。水泳でリハビリをしながら陸上競技でのパラリンピック出場をめざして

企業に入社したそうです。苦しい練習を重ね，アテネ，北京，ロンドンの３大会連続でパラ

リンピック走り幅跳びに出場し，記録を伸ばしています。また，佐藤さんは，ご自身が東日

本大震災の被災地出身で，６日間も家族の安否がわからなかったそうです。スピーチの中で

「困難を乗り越えようとするとき，力をくれたのはいつもスポーツだった」と語っています。

人生に困難はつきものです。困難があるからこそ人生はおもしろいとも言えます。困難に

出会ったとき，人はいろいろなことをきっかけに乗り越えていきます。佐藤さんにとっては

はスポーツが救いだったのです。もっと言えば，スポーツを通してかかわる人の助けがあっ

たからこそ，あの笑顔のスピーチがあったのだと思います。人との出会い，人との交わりが

その人の成長を助けてくれるのです。

６年生は，有功東小学校を巣立ち新しい世界に飛び立ちます。新しい世界には，困難と同

時に新しい出会いが待っています。出会いを大切にし，出会いを活かせる人に育っていって

ほしいと願います。地域の皆様方，卒業生に変わらぬ応援をお願いします。 （2014.2.19.記）

平成２５年度も３月で終わります。１年間「六十谷の子」をお読みいただきありがとうご

ざいました。これからも子どもたち，また，有功東小学校の応援，よろしくお願いします。

有功東小学校校長 宮本 茂

六十谷の子



２年生が和菓子作りに挑戦！
２月１８日，市役所の近くにある菓子店「紫香庵」の須賀さんに，

２年生が和菓子の作り方を教えてもらいました。保護者の方にお手伝

いもしていただいて，お雛さんにちなんだお菓子と花のお菓子の２種

類を 作 り まし

た。

材料は須賀さんが用意してくだ

さった求肥（ぎゅうひ）やあんな

どです。

まず，求肥に色づけをします。

須賀さんの「求肥を丸く広げて，

少しだけ緑色をつけて，そとから時計回りに折り込んでいきます」の説明の通り子ども

たちがやってみると，白かったものが見事にうぐいす色に変わっていきました。その中

に白あんを入れて包み，青とピンクで色づけされた求肥でお雛さんを作って乗せるとで

きあがりです。土曜日に行われている校区子どもセンターの事業でも来ていただいたこ

とがあったので，経験のある子もいましたが，みんななかなかの手つきで，かわいらし

い和菓子ができあがりました。もう一つの花の和菓子と一緒にお弁当箱に入れ，大事そ

うに持って帰りました。

須賀さんは，最近は和菓子を食べたことがない子も多いので，「和菓子との初めての

出会いはおいしいものを…」とおっしゃって，店に出すものと同じ材料を今回も朝３時

から用意してくださいました。お菓子作りの楽しさ，和菓子の繊細さが子どもたちにも

少し伝わったのではないでしょうか。

いらっしゃい新１年生！
２月１９日，いさお幼稚園の年長園児７７人が本校にやっ

てきました。毎年，１年生と年長さんが年間２回交流してい

ます。今年は行事の関係で２月４日に幼稚園を訪問し，１９

日に招待しました。園を訪問したときは，練習を重ねた合奏

を聴かせてもらい，一緒に園庭で遊びました。

今回は，まず，体育館で校歌を歌い，運動会で踊ったダン

スを披露し，○×クイズをしまし

た。その後，１年生と年長さんがペアになって校内を探検し

ました。１年生のお兄さん，お姉さんぶりの発揮です。はじ

めはお互いに緊張して，手はつないでいるのに顔がこわばっ

ている様子でしたが，校内を回るうちに徐々に笑顔が見え，

お兄さん，お姉さんらしくリードできるようになってきまし

た。

１年生の子どもたちを見ていると，１年間の成長ぶりに感心します。小学校生活に慣

れ，小学生らしくなってきた子どもたちがとてもたくましく見えた行事でした。

【３月の行事予定】 ありがとうございました！
日 主な行事予定 今年度も保護者や各種団体の方々，地

３ 月 ６年生を送る会 域の方々に子どもの登下校を見守ってい

４ 火 卒業式の練習開始 ただきました。声もたくさんかけていた

６ 木 お話ころころさん来校 だきました。お陰様で１年を終えること

１９ 水 卒業式 ができます。本当にありがとうございま

２４ 月 終業式 した。心より感謝申しあげます。４月か

３１ 月 離任式 らもよろしくお願いいたします。


